
女 性
男女共同参画社会の実現に向けて
　性別による固定的な役割分担意識が依然として見ら
れます。また暴力や性犯罪、ＤＶ、セクシュアル・ハラス
メント等女性の人権を侵害する事案が後を絶ちません。
　男女が役割も責任も分かち合い、個人として尊重さ
れ、家庭、地域、職場などで自らの能力を発揮し、活
躍できる環境づくりが大切です。

高齢者
高齢者が敬愛される社会を
　高齢者に対して、身体的・精神的虐待、振り込め詐
欺などの財産の侵害、また、偏見や差別的扱いが後を
絶ちません。高齢者が自らの経験をいかし、快適かつ
安全・安心に健康で生きがいを持ちながら暮らせるよ
う、ともに歩んでいくことが大切です。

同和問題
わが国固有の人権問題です
　同和問題とは、日本社会の歴史の中で固定化された
身分制度に由来し、現在もなお結婚や就職の際の身元
調査などの差別、インターネット上での差別書き込み
など、悪質な差別事象がみられる重大な人権問題です。
　この問題の解決を推進するため、「部落差別の解消

の推進に関する法律」が施行されました。同和問題に
ついて正しい理解と認識を深め、差別をしたり、差別
を見逃したりすることのないよう行動していくことが
大切です。

犯罪被害者やその家族
被害者やその家族の悲しみや辛さは
決して「過去」にはなりません
　犯罪被害者やその家族は、直接的な被害のみならず、
被害後に生じるプライバシーの侵害といった二次的被
害など様々な問題に苦しめられています。
　被害者及びその家族の方々の立場に立って考え支援
することが大切です。

子 ど も
子どもの健やかな成長は、社会みんなの願いです
　いじめや児童虐待など、深刻な子どもの権利侵害が
大きな社会問題となっています。児童虐待については、
早期発見や迅速な対応が求められます。
　子どもの人権を大切にし、子どもが安心して健やか
に成長できる社会をつくることは大人の責任です。

ＨＩＶ感染者等
不正確な知識が偏見・差別を生み出しています
　ＨＩＶ感染者やハンセン病の患者・元患者の方々は、
誤った知識や偏見などから今も人権が侵害されてしま
うことがあります。患者・元患者への偏見や差別意識
の解消を目指すことが大切です。

外国人
外国人とともに暮らせる社会づくり
　国際的な交流や活動が活発になり、多くの外国人が、
日本で生活する今日ですが、外国人ということだけで、
入居や就労などで不利な扱いを受ける事象が発生して
います。
　特定の民族や国籍の人々を排斥するヘイトスピーチ
などの差別的言動を解消するため、「本邦外出身者に

対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に

関する法律」が施行されました。
　国籍・人種・宗教・生活習慣などによる差別的扱い
や偏見をなくし、お互いを理解し尊重し合うことが大
切です。

障がいのある人
ノーマライゼーションとバリアフリー
　障がいの有無にかかわりなく安心して暮らせる社会
の実現が求められています。障がいのある人もない人
も、互いにその人らしさを認め合いながら、共に生き
る社会づくりを目指して、「障害を理由とする差別の

解消の推進に関する法律」が施行されました。この法
律では「不当な差別的取扱いの禁止」と「合理的配慮
の提供」を求めています。
　「障がいのある人もない人も、地域の中で普通の生
活を」という「ノーマライゼーション」の考え方が尊
重され、物理的・制度的バリア（障壁）だけでなく、
心のバリアをなくすことが大切です。
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